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ⓒ Koichi Tsutsumi 

1． 就心会長よりご挨拶 
 

令和 7年度 就実大学心理学会報の公開に寄せて 
 

就実大学心理学会長 石原 みちる 

 

 就実大学は令和 7年 4月、教育心理学科を発展的に改組し、心理学部心理学科を設立いたしました。これに

伴い、就実大学教育心理学会も名称を「就実大学心理学会」と改め、心理学部心理学科の 1年生 117 名を迎え

て、新たな歩みをスタートいたしました。 

 新しい心理学科では、社会心理学、認知心理学、健康心理学等を専門とする教員を新たに迎え、これまで以

上に心理学の学びの幅が広がりました。もちろん、教育心理学科の時代から大切にしてきた「支え、ケアす

る」というスピリットも、変わることなく受け継がれています。 

 新しくなった「就心会」（これまで親しまれてきた略称を継続）では、心理学部設立記念講演会を開催し、

碓井真史先生（新潟青陵大学）をお招きしました。講演では、社会の中で心理学の知見や視点をいかに活かす

ことができるかについて、わかりやすく、また楽しくお話しいただきました。卒業生や懐かしい先生方、地域

の皆さまにもご参加いただき、それぞれの立場から心理学の意義を見つめ直す、貴重な機会となりました。 

 一方、これまで紙媒体で発行していた学会報は Web 版へと移行し、卒業生の永年会員の皆さまにも広くご覧

いただけるようにいたしました。今後の講演会等の行事につきましても、永年会員の皆さまにご参加いただけ

る形を検討しております。また、会員自主企画については、学部生がより取り組みやすい体制を整え、仲間と

ともに活動する中で「問い」を見いだし、そこから「研究」への関心を育んでほしいと願っています。 

 本学会は「心理学・養護教育学に関する学術研究」を最大の目的として掲げつつ、自由な発想と多様な考

え、そしてそれらを生み出す対話を大切にしながら、今後も発展していきたいと願っております。 

 
 ※右上の図は初代会長堤幸一先生オリジナルの「心の錯視」です 

 

 

2． 2025 年度 就心会論文賞受賞者 
1） 趣旨 

就心会の今後の研究活動の推進を図ることを目的として、学生会員が卒業研究に熱心に取り組んだ姿勢と

その成果を多様な視点から評価し、キラリと光る研究に対して就心会論文賞を授与する。 

 

2）令和 7年度 就心会論文賞受賞者の研究タイトルと指導教員による講評 

研究タイトル 
執筆者
（イニシ

ャル） 
指導教員からの講評 指導教員 

アニメ視聴による立ち直り

のプロセス ～アニメを用

いた心理支援に向けて～ 

R. K. 

アニメ視聴による立ち直りの心理過程を質的研究により明

らかにし，身近な文化資源を心理支援へ応用する可能性を

示した独創的で有意義な研究である。 

林 秀樹 
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大学生におけるクロノタイ

プと入眠時認知活動の関連 
K. M. 

入眠困難を引き起こす認知的要因の一つである「入眠時認

知活動」に着目し，睡眠・覚醒リズムの個人差である「ク

ロノタイプ」との関連について検討した研究である。入眠

時認知活動には，生活リズムのタイプや睡眠への意識とい

った個人の生活習慣や信念的要因が影響することを示唆す

る内容を含む点が高く評価できる。 

堀田裕司 

SNS 依存および SNS 利用動

機と死生観の関連について 

ーLINE,Instagram,X に着目

してー 

A. T. 

現代の青年期の SNS 依存と利用動機という要因が死生観に

どのように関連するのかを検討した意欲的な論文である。

「逃避」「共感の獲得」動機での SNS 利用がリスクを高め

る死生観と関連があること，X の利用時間の長さと死生観

との関連を明らかにし，青年期の心理支援の重要な一示唆

となる点が高く評価される。 

桑原晴子 

親から感じた人間性期待の

内容，及び期待に対する反

応様式の出生順位による違

い 

H. M. 

親からの期待の内容、期待に対する感情と反応が、出生順

位によって異なるのかを調査により明らかにしようとした

研究である。全般的に出生順位の差はなかったが、長子は

肯定的な感情と肯定的な行動だけでなく、肯定的な行動と

負担に感じる行動の関連が強いことを見出した。考察に至

るまでを緻密に積み上げた点が評価される。 

石原みちる 

大学生における食行動と心

理的ストレス反応との関連 
Y. K. 

思春期から若年成人期に好発する摂食障害をテーマに、大

学生を対象として心理的ストレス反応、食行動、BMI の関

連を多角的に分析した意欲的な研究である。臨床的視点と

実証的検討を兼ね備え、公認心理師を目指す本人にとって

大変意義深く、高い評価に値する論文である。 

永田 忍 

大学生の否定的発言に対す

る認知の個人差とセルフ・

コンパッションの影響 

A. M. 

この研究は、日常場面の発言の受け止められ方が、同じ発

言にも関わらず、人によって異なることの理由を検討した

ものである。個人的な特性であるセルフ・コンパッション

と受け止められ方の関連を検討した。発言の否定的な印象

の強さを事前調査によって丁寧に作り上げた事や多様な側

面から分析した点が評価される。 

鈴木国威 

不登校支援の方法による不

登校経験の意味付けの差異 
H. M. 

不登校経験者の語りを通じて、不登校の段階に応じた学校

における有効な支援の質を丁寧に描き出している。さら

に、時間の経過だけでなく、傾聴や受容的態度など、当時

学校から受けた支援が不登校経験に対するその後の肯定的

な意味付けに繋がることを示した点が評価できる。 

井芹 聖文 

大学生における自己の多元

性と友人関係のあり方との

関連 

K. M. 

本研究は，大学生における自己の多元性と友人関係のあり

方に着目し，他者によって自己が変化しやすい場合に，友

人関係においても複数の特徴がみられるかどうかを検証し

たものである。仮説は支持されなかったものの，現代青年

が友人関係において示す「気遣い」の二面性を明らかにし

た点は，高く評価できる。 

 

石井佳葉 
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放課後児童クラブと保健室

の居場所機能を比較して: 

職員と養護教諭の語りから 

A. S. 

保健室と放課後児童クラブは多様なニーズを持つ子どもの

居場所として機能する場として注目される。本論文は、教

育機会の確保が重要な課題となるなかで、学校内で「家庭

的機能」を持つ保健室と、学校外で「社会教育的機能」を

持つ児童クラブの異なる存在意義を、丁寧な現地調査に基

づき説得的に論じている点が評価できる。 

内田直義 

慢性疾患のある子どもたち

への掲示物を併用した保健

教育の効果 

A. S. 

慢性疾患のある子どもたちの自己管理能力の育成と学校生

活の質の向上という重要な課題に真摯に向き合い、掲示物

と保健教育を関連づけた継続的な実践を通して、その効果

を丁寧に明らかにした優れた研究です。理論と実践を往還

しながら、学校現場に根ざした視点で主体的に取り組んだ

姿勢は高く評価されます。 

森口清美 

援助要請スタイルに適応で

きるオープナー行動特性の

検討 

A. K. 

援助要請スタイルの違いに応じて，自己開示を引き出しや

すいオープナー行動特性が異なることを実証した研究であ

る。特に，回避型が受容・共感的関わりに対しても相談し

にくさを示すという知見は，養護教諭が児童生徒一人ひと

りの援助要請スタイルに応じた個別支援を行ううえで重要

な示唆を与える点が高く評価できる。 

森 宏樹 

 

3． 2025 年度 事業報告 
日 程 活 動 

2025 年 4 月 3 日（木） 就心会 総会 

2025 年 6 月 13 日（金） 第 1 回 就心会係ミーティング 

2025 年 6 月 22 日（日） 
学会開催の後援 

第 55 回中国四国学校保健学会 

2025 年 7 月 2 日（水） 
会員自主企画 

心理職を囲む会 

2025 年 10 月 10 日（金） 第 2 回 就心会係ミーティング 

2025 年 10 月 13 日（祝） 

心理学部開設記念講演（キャリア委員会共催） 

『心理学で問題解決：より良い社会の作り方』 

講師；新潟青陵大学 碓井 真史先生） 
https://www.shujitsu.ac.jp/admissions_site/news_department/detail/5821 

https://www.shujitsu.ac.jp/news/detail/5920 

2025 年 10 月 13 日（祝） 講演会講師と就心会係学生との交流・食事会 

2025 年 10 月 26 日（日） 
なでしこ祭での学会企画「ハートカフェ fes」 

マインドフルネス活動，カフェ，キッズスペース 

2025 年 11 月 27 日（木） なでしこ祭・講演会の打ち上げ会 

2026 年 3 月 20 日（祝） 就心会論文賞授賞式 

 

4．今後の講演会について 
 就心会講演会につきましては、詳細が決定次第心理学部 HP にてお知らせいたします。 

 

 

 

発行：就実心理学会 運営委員会 2026.3.20 


